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コロナウイルス感染症「COVID-19」に関する解明要求 

 

コロナウイルス感染症「COVID-19」に、ＪＲ東海の関連会社で働く労働者が不幸

にも感染した事を会社として公表しているが、いくつかの現場ではその他にも感染

者が出ている事が会社掲示等で明らかになっている。この事により現場で働く労働

者が強く不安を感じている。 

よって以下の通り申し入れるので早急に団体交渉を開催し事実関係を明らかにす

ること。 

 

記 

 

１．出向中の社員を含む、ＪＲ東海社員がコロナウイルス感染症に感染した事実が

あるのか明らかにする事。 

 

２．前項の社員を除く、社内の施設等に出入りする事のできる方のコロナウイルス

感染症への感染等について、会社が把握してる事柄を明らかにする事。 

 

３．コロナウイルス感染症に罹患した社員及び、コロナウイルス感染症罹患者との

濃厚接触者として自宅待機等を命じた社員がいるのか明らかにする事。 

 

４．コロナウィルス感染症に関連して、自宅待機等を命じた社員の勤務認証を明ら

かにする事。 

 

５．コロナウイルス感染症に罹患した社員及びコロナウイルス罹患者との濃厚接触

者として自宅待機を命じた社員の賃金をＪＲ東海会社として保証すること。 

 

 

以  上 


